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第６章 キャリア教育の施策の方向性に係る提案について 
 

〇前章までのアンケート調査結果、インタビュー調査結果および仮説検証結果から、今後、

子供たちに十分なキャリア意識を醸成し、産業界が求める人材を育成するために、生徒、

教員、保護者、企業等を対象に以下の観点からキャリア教育の取組を推進していくことが

重要であるということを第３回協議会（令和５年 12 月 18 日開催）にて確認し、具体的な

施策の方向性について意見を聴取した。 

  ・生徒・保護者対象：進路やキャリアに対する理解の深まり 

  ・教員：教育の質の向上 

  ・企業：キャリア教育への協力姿勢強化   

〇第３回協議会における構成員の意見を踏まえ、第４回協議会（令和６年２月７日開催）

では、それぞれの対象に、次の観点から施策の方向性を検討することを確認した。議論の

参考とするため、現在県で実施している取組や外部組織等の実施例の資料を提示した上で、

さらなる意見聴取を行った。 

生徒対象 ：キャリア意識醸成の促進・生徒と企業との接触機会の充実・ 

       外部人材活用の充実 

 教員対象 ：教員研修によるキャリア教育の質の向上 

 保護者対象：保護者への情報提供機会の充実 

 企業・業界団体・経済団体対象：企業等との連携の強化 

〇協議会における議論を踏まえて、本章では、キャリア教育の施策の方向性に係る提案を

行う。 

 

1. 協議会における主な意見と施策の方向性 

（１）生徒対象 

※「キャリア意識醸成の促進」、「生徒と企業との接触機会の充実」、「外部人材活用の

充実」の３観点から検討したが、「外部人材活用の充実」については、他観点に統合して

示すこととする。 

ア． キャリア意識醸成の促進 

① 自己理解とキャリア意識を深めるための取組の推進（中学生・高校生対象） 

（第３回意見） 

・自己を考えさせる学習は、教育活動のいろいろな場面で行うものだが、自分の個性や向

き・不向きを考えさせる学習に必ずしもうまくつながっていないのではないか。 

・メンタリングで自己の在りたい姿などを言語化させることによって、自己の生き方・在

り方を考えさせることができた例がある。既存のプログラムの中に、自分の言葉で表現す

る活動を見出していくことが重要。 

・「校長面接」の機会を設けて、将来のことや社会に出た際に必要な力などについて時間
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をかけて一人一人の生徒に話をさせている。 

・メンタリングなど生徒が自分の言葉で語れるようにサポートしていく取組は素晴らしい。

また、校長面接も一人一人の生徒が考え、語る場面、ナラティブの力を引き出している。 

・自己理解を促すプログラムの実施などに当たって、子供たちから言葉を引き出すのは時

間がかかるものなので、外部人材を活用できればよいのではないか。 

 

第４回協議会提示資料(1) 
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第４回協議会提示資料(2) 

第４回協議会提示資料(3) 

（第４回意見） 

・子供たちが「言葉を知らない」という話をよく聞く。探究学習などが進み、子供たちへ

のインプットは多くなっているがアウトプットはあまり重点化されていない。高校生に対

して、自分なりの言葉を外に出していく働きかけが必要。 

・「なんとなく」の生徒たちに対しても、「自分の言葉で表現する」体験により、「なん
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となく」が解消に向かい、内発的動機に基づく進路選択につながるのでは。 

・子供たちにとって、いろいろな経験すること自体が大切だが、そこから生まれる感情に

なぜだろうと考え意味付けをしていくことによって、why が how につながり、将来の夢や

何のために働くのか、生きるのかを考えることにもつながる。 

・体験を通して気づきを得るためのきっかけづくりとしてよいと考える。「なんとなく」

というスタンスの生徒をあいまい、不確かと決めつけずに、その要素も考慮しながら体験

を充実させ、その要素も考慮しながら体験を重視し、時々立ち止まりながら反復していけ

れば大変有意義な取組と考える。 

・有効な取組だと思う。このようなプログラムは大学でも実施している。提示資料(2)の

取組を実施するには、ファシリテーターが必要。最初は専門家に教えてもらうとしても、

その後継続的にどう展開していくかが課題だろう。 

 

⇒施策の方向性① 

  発達段階を通して、授業中に自らの言葉で自己表現する機会を増やすなど、子供たち

が自己理解とキャリア意識を深めることのできる機会を充実させる。その際、ファシリ

テーターなど外部人材の活用も検討する。 

 

②夢を与えるキャリア教育講演会等の実施（中学生・高校生対象） 

（第３回意見） 

・社会に夢がないといけない。生徒に夢を感じてもらう場があることがキャリア教育につ

ながる。県事業の「キャリアデザイン講演会」があるようだが、多くの学校で行った方が

よい。刺激を受ける場を生徒により多く提供することが大事。 

 

第４回協議会提示資料(4) 
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第４回協議会提示資料(5) 

（第４回意見） 

・コミュニケーション力を含めた職業意識の育成には時間がかかる。体験やセミナーなど

生徒が社会に触れる機会を増やすことが大切。普通科になんとなく進学するかも知れない

が、入学した後の経験が大切。時間はかかるが、生徒にいろいろな経験を積ませ、様々な

対象との接触機会を増やすことが大切。 

 

⇒施策の方向性② 

  社会に触れ、夢を育む講演会やセミナーなどを増やし、子供たちが自分の将来を考え、

目標を持つことに資するような様々な機会を充実させる。 

 

 

イ． 生徒と企業との接触機会の充実について 

（第３回意見） 

・インターンシップや地場産業との課題解決ゼミ、地元経営者との座談会など生徒と企業

との接触機会を充実させて、体験に基づく学びを増やすことが重要。 

③ 地域や企業と連携した体験的な活動の充実（中学生・高校生対象） 
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第４回協議会提示資料(6) 
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第４回協議会提示資料(7) 

（第４回意見） 

・茂原高校の取組はすばらしい。県内の全ての高校で実施することが可能なのか。自己分

析ができ、企業研究ができ、自己成長も図れる取組と感じられる。 

・なんとかなるだろうと考えている中高生たちに対して、社会の厳しさ、課題をぶつけ、

自分でなんとかしていかなければならないということを教えることが重要。「学校のキャ

リア教育等で将来を考える上で影響を受けたこと」とのクロス集計では、「なんとなく」

の生徒たちに対して、全体集団と同じくらい影響を与えているものとして、「なんとなく

就職」の生徒たちに対しては、インターンシップやボランティアなどの体験的な活動があ

る。「なんとなく進学」の生徒に対しても、大学等における研究活動などであれば同じく

らい影響を与えていそうだ。労働条件などについての学びも一定程度、「なんとなく」の

生徒たちにも響いており、現実を突きつけることが大切かとも感じさせられる。模擬的な

体験活動ではなく、本物に触れる機会、本物の大人たちと関わる経験が大事。 

・不安を抱えている若者が多いのではないか。不安のもとは経験不足と社会関係の希薄さ

である。その解決策の一つの柱がキャリア教育だが、学校外も含めた様々な経験の場とキ

ャリア教育を総合的に計画することが重要。 

・課題解決は目的ではなく手段。課題解決を通して、自分が社会の役に立つという経験を

することが大切。このような生徒にとってのメリットを重視すべき。 

・地域との双方向性を意識した実践とするべき。コミュニケーションのきっかけは困りご

と。困っているからこそ他者と関わって課題解決に結びつける。地域の困り事や漠然とし

た不安などに耳を傾け、地域と生徒の双方向性を担保していくことが重要。 

・コミュニケーション力を含めた職業意識の育成には時間がかかる。体験やセミナーなど

生徒が社会に触れる機会を増やすことが大切。普通科になんとなく進学するかも知れない
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が、入学した後の経験が大切。時間はかかるが、生徒にいろいろな経験を積ませ、様々な

対象との接触機会を増やすことが大切。（再掲） 

・茂原高校などの好事例などを、ただ蓄積するのではなく、継続させていくことが重要。

新たな取組を実施した学校はその都度リフレクションを行い、改善、効率化していく。検

証、評価することにより継続し、定着につながる。 

・地域連携などのリーダー層の育成は確かなキャリア教育の推進につながっていく。連携

コーディネーター、スーパーバイザー的な人材も併せて外部人材の導入は必要になってく

ると思う。 

・茂原高校のような地域や企業と連携した取組を実施するに当たり、事業を率先して行う

教員の育成はもちろん大切だが、授業がある教員は、専属で地域とのコーディネートを実

施することが難しい。リーダーとなる専属の教員が必要。広くこのような取組を県内で進

めるには、リーダー的な教員と併せて、コーディネーターとしての外部の人が求められる。

就職支援担当教員は、企業の対応、生徒への指導に追われておりプラスアルファの業務を

担わせるのは難しい。専属の加配教員、外部人材の導入が必要と考える。 

 

⇒施策の方向性③ 

  子供たちに広く、地域や企業と連携した職業体験やボランティア、課題解決などの活

動を体験させ、社会とのつながりを実感させるとともに、様々な職業や産業を理解させ

る。人材不足が生じている業種や職種について、関係団体等と連携し、中高生にその内

容や魅力を知らせていく取組が必要。 

※P136「仮説⑫」で確認したとおり、高校生が高校卒業後にすぐに就きたい仕事と企業が

現在採用している職種に乖離が見られ、ミスマッチが生じている。人材不足が生じている

業種や職種について、関係団体等と連携し、中高生にその内容や魅力を知らせていく取組

が必要と考えられる。  
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④ 職場体験・インターンシップ等による職業理解の促進と就職支援の充実（中学生・高

校生対象） 

（第３回意見） 

・求人票を見ただけでは仕事の内容がわからないので、ハローワークとしても職場見学を

するように話している。自分で職場を見てみないといけない。また、職業を知るために、

厚生労働省の職業情報サイト「jobtag」なども活用してもらいたい。 

・専門のキャリアコンサルタントが入って、生徒に徹底的に寄り添いながら就職支援をし

ている横浜の高校を知っている。教員は忙しいので、このような人材の活用が学校にとっ

ても生徒にとってもいい。 

・就職支援員などの外部人材によるサポート体制は、高校生にとって効果的と思われる。 

・かつては高校にベテランの就職指導の教員がいたが、今は進学指導にシフトしているこ

ともあり少なくなっている。 

・確かに高校において、進路指導のベテラン教員は減っており、若手教員はまだ経験が浅

いためフォローが必要である。 

 

第４回協議会提示資料(8) 
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第４回協議会提示資料(9) 

（第４回意見） 

・就職者の多い高校の進路指導で教員が苦労するのは進路未決定者の存在。進就職を希望

するものの、働くことの意味や、どんなところで働くかということも考えないまま高校３

年生まできてしまう。これらの生徒たちは成功体験が極めて乏しく自信もない。就職面接

にも勇気を持って立ち向かえない。有効な手立てとしてインターンシップがある。ただイ

ンターンに行かせるだけでなく、学校と受け入れ側、場合によってはその間に立つ学校外

の調整役が介在しながら事前にしっかりと連携をとり、インターン中も様子を見に行く。

このようなプロセスを踏んで生徒のつまずきをなくすことによって、成功体験の第１歩を

体験させ、「なんとなく就職」を減らしていけるとも言われている。 

・中学校段階では、世の中にどんな仕事があるかを子供たちに知らせることが重要。その

ために、企業とうまく連携したり、職場体験の事業所の選択をしっかり行ったりする必要

がある。 

 

⇒施策の方向性④ 

  職場体験、インターンシップ等を通して、就職後のミスマッチを防ぐ。就労や進路全

般に関する相談対応や助言を行うことのできる専門的な外部人材の活用などにより、高

卒就職希望者等に対するきめ細かい指導を行う。 

 

 

 

 

 



155 

 

（２）教員対象 

＜教員研修によるキャリア教育の質の向上＞ 

（第３回意見） 

・中学校の教員は進学指導、進路指導、キャリア教育がリンクしておらず、それぞれ別の

ものとして指導している傾向がある。教員が生徒の職業観をどうつくっていくのかがわか

っていない。普段の教育活動をきちんと整理して、何がキャリア教育になっているかを可

視化することが重要。 

・未来の千葉県の社会情勢や地域的な特性を教員が把握した上で、キャリア教育を行うた

めに、教員がその全体像を把握できるような資料が必要。 

・職業系の高校やテクノスクールなどについて中学校の教員が知る機会も大切。県内の中

学校に対して、専門学科を積極的に研修等で訪れるよう推奨している。 

・教員が社会の変化を理解することも重要だが、社会と自己を結びつけて考えることによ

って、自分が変わることができたという子供たちの声を聞かせるなど、キャリア教育を通

して子供たちが変わっていけるということを教員が認識できるような研修を実施してもら

いたい。 

 

（第４回意見） 

・中学校では、「勉強すれば選択肢が広がる」という進路指導を、「キャリア教育」に置

き換えていく必要がある。その際、教員が企業や職業のことをよくわかっていないので、

そのための取組が必要。 

・教員は、まずは生徒のためを考えているので、社会の状況を示すだけでなく若い卒業生

や生徒の声なども入れた研修資料が教員には有効では。 

・学校と地域との連携を意識して、優れた取組をしている教員が「地域創造型教師」とし

て、SNS などでつながっている例がある。このようなネットワークを県内で作っていくこ

とも考えてもらいたい。底上げ的な取組も重要だが、リーダー層の育成も大事。 

・地域連携などのリーダー層の育成は確かなキャリア教育の推進につながっていく。（再

掲） 

 

⇒施策の方向性⑤ 

  キャリア教育の質の向上のため、次の観点から教員研修等を充実する。 

・社会情勢や産業、職業、高校の専門学科について教員が学ぶ機会の充実 

・キャリア教育の好事例などを通して、子供たちの職業観を育むことの意義や手法を学

ぶ機会の充実 

・地域や産業と連携し、効果的なキャリア教育を実践するリーダー的な教員の育成やネ

ットワークの構築 
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（３）保護者対象 

＜保護者への情報提供機会の充実＞ 

（第３回意見・第４回意見） 

・「保護者や家族とよく会話をする」の回答割合が思いのほか高く（中学生 90.9%,高校生

88.3%,大学生 84.3%,社会人 72.4%）、保護者の影響力が表れている。 

・「保護者や家族とよく会話する」が高率だったことをどう解釈するか。家族の仲が良い

というだけでなく、親との関係が密になっている分、「第３の大人」との接触が少なく、

影響を与え合う友人ネットも希薄（部分的つきあい）になっているのではないかと疑う余

地があるように思う。キャリアに関する情報やアドバイスに親の影響が強くなりすぎると

いうこともあろうと考えらえる。 

・「なんとなく就職したい」を選んでいる生徒においては、本人や学校の要因以外にも保

護者の問題なども絡んでいる可能性がある。保護者へのアプローチも必要。 

 

⇒施策の方向性⑥ 

  将来の進路や職業を選択するに当たって、保護者の影響力が一定程度あることを鑑み

て、企業や業界団体等と連携し、保護者が様々な職業の実情を知るための資料・機会の

提供や、将来の産業構造を踏まえたより幅広い情報提供を図る。 

 

（４）企業・業界団体・経済団体等対象 

＜企業等との連携の強化＞ 

（第３回意見・第４回意見） 

・企業には、職場見学の機会を設けるようハローワークからも伝えている。 

・ただインターンに行かせるだけでなく、学校と受け入れ側、場合によってはその間に立

つ学校外の調整役が介在しながら事前にしっかりと連携をとり、インターン中も様子を見

に行く。このようなプロセスを踏んで生徒のつまずきをなくすことによって、成功体験の

第１歩を体験させ、「なんとなく就職」を減らしていけるとも言われている。（再掲） 

※そのほか、「地域や企業と連携した体験的な活動の充実」や「職場体験・インターンシ

ップ等」について様々な意見をいただいた。これらを推し進めるためには、企業等との連

携が必須である。 

※P120 で確認したとおり、企業サイドも新卒者の採用に当たって、生徒や学生と直接話が

出来る機会が少ないことや自社の魅力を伝える方法が少ないことを課題と感じている。ま

た、高校までのキャリア教育推進に協力できることとして、60.5%の企業が職場見学、

23.2%の企業がインターンシップを挙げており、企業としても人材確保に向けて教育現場

や行政と協力するニーズがあり、意欲もあるものとみられる。一方、P119 で確認したとお

り、インターンシップ実施における課題として、約半数の企業が学校からの協力依頼がな

いことを挙げるほか、「効果的な実施方法がわからない」、「業務が多忙で時間・人手の

確保が難しい」との声も一定程度あり、これらの職業理解のための体験的な学びは、組織

的な連携の下で進める必要があると考えられる。  
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⇒施策の方向性⑦ 

  学校と地域や企業が連携した体験的な活動や、職場見学、職場体験、インターンシッ

プなど、子供たちと様々な職業との接触機会を充実させる。その際、企業側の負担を軽

減しながらも、子供たちがより広く、深く、職業を学べるような仕組みを検討するとと

もに、企業側においても子供や保護者の不安を解消できるような取組を推進する。 
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2. １以外に考えられる施策の方向性 

協議会構成員から言及があったもの以外にも、生徒を対象に、「キャリア意識醸成の促

進」及び「生徒と企業との接触機会の充実」といった観点から、本県や他団体の実践例を

鑑み、有効と考えられる施策の方向性があるため、ここに提示する。 

＜キャリア意識醸成の促進＞ 

① 起業家精神（アントレプレナーシップ）育成の推進（高校生対象） 

第４回協議会提示資料(10) 
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急激な社会変化を受容し、新たな価値を生み出していく精神である、チャレンジ精神、

情熱、困難を乗り越える力である起業家精神（アントレプレナーシップ）は、創造力、コ

ミュニケーション能力、企画力など、キャリア教育で育むべき基礎的・汎用的能力に通じ

る力であると考えられる。 

すでに、様々な主体によるアントレプレナーシップ育成の取組に県内高校生も参加して

おり、今後も積極的な参画が推奨されるものと考えられる。 

 

② 高校生の大学や研究施設等における研究活動の推進（高校生対象） 

第４回協議会提示資料(11) 

 

P35「上級学校、その学科への進学理由」で確認したとおり、高校生が上級学校（学

科）への進学を希望する理由として、「自分の興味・関心に合ったことを勉強したいか

ら」の回答が最も多くなっている一方、「学生生活を楽しみたいから」や「保護者や家族

がすすめるから」など、目的意識や主体的意志に欠けた理由も一定数の回答があった。 

大学等進学希望者について、大学等の向こうにある社会を意識させ、現在の学びの重要

性を再認識して学習意欲を喚起するため、県内の大学等と連携し、将来進む可能性のある

学問分野に関係した研究活動等を体験して視野を広げるとともに、関係企業や施設等を訪

問・見学し、学習意欲やキャリア意識を高める取組として、富山県や新潟県が実施してい

る「アカデミック・インターンシップ」が考えられる。 

 

 

 

 

 


